
那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター 外構配置図　立竹木（現状・撤去）
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一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

2026.03

［電気設備図］ ［機械設備図］

令和７年度 町単独 鷲敷屋外活動センターほか電気設備等移設工事
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那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター 外構配置図　工作物（現状・撤去）

那賀町鷲敷野外活動センター

那賀町鷲敷野外活動センター

那賀町鷲敷野外活動センター

那賀町鷲敷野外活動センター

付近見取図、全体配置図、工事概要書

那賀町鷲敷野外活動センター

立竹木配置図２（現状・撤去）

立竹木配置図２（現状・撤去）

外構配置図　工作物（改修後）仮設計画図

電気設備工事　特記仕様書

電気設備工事　凡例

電気設備工事　全体配置図

機械設備工事　特記仕様書

機械設備工事　凡例

機械設備工事　全体配置図

機械設備工事　機器表　改修前後

那賀町鷲敷野外活動センター　ｵｲﾙﾀﾝｸ　詳細図　改修前後那賀町鷲敷野外活動センター

那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター

那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター

那賀町鷲敷野外活動センター

那賀町鷲敷野外活動センター

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ単線結線図

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ単線結線図

受変電・幹線設備図　改修前後

受変電・幹線設備図　改修前後

那賀町鷲敷野外活動センター　冷暖房設備図　改修前後

那賀町鷲敷野外活動センター　給排水衛生設備図　改修前後

0

0

0

0

0

0

0外構詳細図１（改修後）

外構詳細図２（改修後）

外構詳細図３（改修後）

部分詳細図



電

工事名称 日 付 No. 図面番号 設計番号A2版：100%　　A3版：71%縮小
株式

記 会社

図面名称 縮 尺 設 計 製 図 校 閲
管　理　建　築　士

事
一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

1

令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事 2026.03

400

A-01

今回工事建築物：那賀町鷲敷野外活動センター

　住所：那賀郡那賀町百合字松の木170番地

　住所：那賀郡那賀町百合字松の木178番地

那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター（体育館）

那賀町鷲敷野外活動センター

今回工事場所

全体配置図 S＝1/400S＝1/Non付近見取図

今回工事建築物：那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター

至　徳島県阿南市

12m

1か所

□工事概要：凡例　〈那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター〉

金網両開き扉撤去：幅2,000mm×高さ2,000mm（基礎別途）

ネットフェンス撤去：高さ2,000mm・菱形金網（基礎別途）10m

1か所メッシュ片開き扉撤去：幅1,000mm×高さ1,500mm（基礎別途）

メッシュフェンス撤去：高さ1,500mm（基礎別途）

新設工事

上記に伴う機械・電気設備工事

1式

1式

組立物置撤去：1棟、高さ2,380mm（S造平屋：延べ面積13.0m2程度）（基礎別途） 1式

1式

□工事概要　凡例：那賀町鷲敷野外活動センター

除却工事　 除却工事範囲を示す 除却工事　 除却工事範囲を示す

1か所

1式

1式

1式

1か所

1式（周囲フェンスなし：景観色）

新設工事

屋外型キュービクル撤去：PF-S型・受電設備容量80kVA（基礎コン別途）

立竹木撤去

（高圧・低圧配線設備：配管・配線別途）

引込構内柱撤去：地上高さ10m、気中開閉器200A、電源供給器共

（土間コン別途）

アルミ片流カーポート撤去：幅4,802mm×高さ2,407mm・片持支持
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△掘削線

△掘削線

△掘削線

△掘削線

1か所

1式

1式

1式

、配管・配線撤去（一部流用）共

空調室外機仮撤去：9台 、配管・配線撤去（一部流用）共

1式

1式屋外型キュービクル撤去：1基、PF-S型・受電設備容量130kVA（基礎コン別途）

空調盤仮撤去：1基、自立型

5，

6，

7，

8，

9，

（高圧・低圧配線設備：配管・配線別途）

引込構内柱撤去：1本、地上高さ10m・気中開閉器200A共

、配管・配線撤去（一部流用）共

立竹木撤去

ｵｲﾙﾀﾝｸ

給油配管設備撤去：1基、オイルタンク呼称内容1,500L（防油堤別途）

付近見取図、全体配置図、工事概要書
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1994年竣工（築32年）1992年竣工（築34年）

屋外型キュービクル新設：PF-S型・受電設備容量80kVA・基礎コン共

引込構内柱新設：1本、地上高さ12m

屋外型キュービクル新設：1基、PF-S型・受電設備容量130kVA・基礎コン新設共

空調室外機移設：9台、基礎新設共 、配管・配線新設（一部流用）共

、配管・配線新設（一部流用）共

空調盤移設：1基、自立型

給油配管設備新設：1基、オイルタンク呼称内容1,500L・防油堤新設共

上記に伴う外構付帯工事 1式

1式

1式

1式

、配管・配線新設（一部流用）・全面塗装修繕共 1式5，

6，

7，

1式

1式

上記に伴う電気設備工事

2，

3，

4，

引込構内柱新設：1本、地上高さ12m

上記に伴う外構付帯工事
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2026.03令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事

1

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文
事

管　理　建　築　士
校 閲製 図設 計縮 尺図面名称

会社記
株式

A2版：100%　　A3版：71%縮小 設計番号図面番号No.日 付工事名称

那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター

外構配置図　立竹木（現状・撤去）

地被類（草本系）

立　竹　木　リ　ス　ト

工事概要

有

有

有

有

有

数量

0.10

0.21

単位

株

ｍ2

本

株

ｍ2

形 状 寸 法 等

樹高1.0m

幹周71cm・樹高5.0m

樹高1.8m

樹　　種

ナンテン

エノキ

地被類（草本系）

ナンテン

5

4

3

2

1

工事概要数量単位形 状 寸 法 等番号

1.70

0.98ｍ2
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株

本

株

本

株

株

本15
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6

モミジ

ナンテン

ナンテン

エノキ

ナンテン

サザンカ

ナンテン

地被類（草本系）

サツキ

地被類（草本系）

葉張0.70m

樹高2.3m

幹周27cm・樹高3.4m

樹高1.1m

幹周11cm・樹高3.4m

樹高0.7m

樹高1.0m

幹周11cm・樹高1.7m

0.21

0.33

本

本

株

株
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株

本

本
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本

本

株

株

株

幹周22cm・樹高2.6m

幹周30cm・樹高4.7m

樹高0.7m

樹高0.7m

樹高1.1m

幹周49cm・樹高3.6m

幹周44cm・樹高3.5m

幹周28cm・樹高2.5m

幹周28cm・樹高3.4m

葉張1.20m

葉張1.30m

葉張1.30m29
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樹　　種

マメツゲ

マメツゲ

マメツゲ

サザンカ

ネズミモチ

地被類（草本系）

サザンカ

サザンカ

ナンテン

地被類（草本系）

ナンテン

センリョウ

ネズミモチ

サザンカ

株

株

葉張1.80m

葉張1.40m31

30

マメツゲ

マメツゲ

立　竹　木　リ　ス　ト

※移設有無 ※移設有無

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

※移設有無は、別途補償業務による移設義務の「有・無」を示す。 有

※移設有無は、別途補償業務による移設義務の「有・無」を示す。

無 工作物改修に伴い撤去・伐根
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幹周60cm・樹高1.5m

有

（参考：伐採済・伐根不要）

現状のまま

現状のまま

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

番号

現状のまま

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）
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2026.03令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事

1

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文
事

管　理　建　築　士
校 閲製 図設 計縮 尺図面名称

会社記
株式

A2版：100%　　A3版：71%縮小 設計番号図面番号No.日 付工事名称

外構配置図　工作物（現状・撤去）

那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター

※移設有無は、別途補償業務による移設義務の「有・無」を示す。

単位数量

ｍ2

ｍ

□工事概要　凡例　　〈工作物〉

凡例 工事内容

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎新設部　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ｶｯﾀｰ入れ

22

23

22

21

20

19

18

9

8

7

6

5

4

3

2

1

17

16

15

14

13

12

11

10

24

25

60

幅100㎜×高さ150mm布ｺﾝｸﾘｰﾄ

ブロック縁石

駐車場区画線

駐車場区画線

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎

ｺﾝｸﾘｰﾄ階段

ｺﾝｸﾘｰﾄ階段

金網両開門扉

布ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

RC塀(ｾﾒﾝﾄﾘｼﾝ仕上)

ｱﾙﾐ片流ｶｰﾎﾟｰﾄ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き(ｽﾛｰﾌﾟ)

砂利敷

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｶﾗｰ(赤)ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｶﾗｰ(赤)ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ花壇

2,450mm×2,900mm

1,870mm×2,020mm

2,190mm×2,000mm×H200mm

矢印・記号

溶融式・巾150mm

150mm×200mm×600mm

6,000mm×1,500mm・高さ500mm～800mm

路盤150mm・表層30mm

路盤150mm・表層30mm

路盤150mm・表層30mm

路盤150mm・表層30mm

厚100mm・床・磁器質ﾀｲﾙ・100角仕上

厚90mm・有筋

厚90mm・有筋

厚90mm・無筋

4,802mm×2,407mm・片持支柱・土間ｺﾝ別途

厚150mm・高さ500mm～800mm・基礎含

高さ2,000mm・菱形金網・基礎別途

高さ2,000mm・菱形金網・基礎別途

幅100㎜×高さ150mm

幅2,000㎜×高さ2,000mm

厚60mm

屋外形ｷｭｰﾋﾞｸﾙ PF-S形　受電設備容量80kVA

引込構内柱 地上高10m、気中開閉器200A共、電源供給器共

高圧・低圧配線設備 配管・配線

ｍ

58.84

27.89

85.16

1.00

1.00

1.00

撤去（移設無）

撤去（移設無）

撤去（移設無）

撤去（移設無）

66.54

6.75

1.00

1.00

か所

か所

か所

か所

ｍ

ｍ

1.00

8.94

8.75

3.25

1.00

0.85

16.02

3.00

52.23

24.06

か所

か所

か所

ｍ2

ｍ2

ｍ2

か所

か所

ｍ2

ｍ2

ｍ2

ｍ2

単位

ｍ

ｍ

ｍ

式

数量

0.60

1.00

1.00 無

無

無

無

無

無

無

無

無

有

無

有

有

有

無

無

無

無

無

無

無

無

無

1.00

1.00か所

無

1.00式 有

有

式

※移設有無名　　称

工　作　物　リ　ス　ト

形 状 寸 法 等番号

撤去（移設無）※電気設備工事

撤去（移設無）※電気設備工事

1,000

5
,
2
5
0

1
0
0

3
5
0

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎新設部　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去・縁石（ｗ150×L11ｍ）撤去共

3,150

ミーティング

ルーム

事務室

14

工事概要

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事

撤去は別途工事



歩道部ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装：新設

溶接金網敷き：6×100×100ｼﾝｸﾞﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ：t70 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ呼び強度24（構造体強度補正は行わない）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ A-10_部分詳細図参照

アリーナ

機械室

事務室 器具庫

身障

便所

女子

更衣室

男子

更衣室

女子便所男子便所

ホール

ルーム

ミーティング

下足コーナー

500
駐輪場

那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター　１階平面図　S=1/200
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200

2026.03令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事

1

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文
事

管　理　建　築　士
校 閲製 図設 計縮 尺図面名称

会社記
株式

A2版：100%　　A3版：71%縮小 設計番号図面番号No.日 付工事名称

外構配置図　工作物（改修後）

A-04

鉄筋：ﾍﾞｰｽ配筋D13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ、ﾊｶﾏ配筋D13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ(ﾍﾞｰｽ取合い15d以上）

□工事概要　凡例　　〈工作物〉

屋外型ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎：新設 ｺﾝｸﾘｰﾄ：t500 普通ｺﾝｸﾘｰﾄFc24（構造体強度補正を行う）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ：t50 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ呼び強度18（構造体強度補正は行わない）、木ごて均し

単位数量

か所

備考

A-10_部分詳細図参照

凡例 工事内容 仕　様

那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター
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1,800

1,000

1
,
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1
,
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W2200×L2500

車道部ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装：新設 密粒度ｱｽｺﾝ：t50 ｍ2

11 ｍ2

6

1

C-7-10

A-5-15

砕石：ｔ150 再生材　転圧

砕石：ｔ100 再生材　転圧

砕石：ｔ150 再生材　転圧

A-10_部分詳細図参照
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那賀町鷲敷野外活動センター　１階平面図　S=1/200
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31

39

323530

40

37
26
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39

4243

32

3127

3927

40

28

453444

34

35
46

37

33

36

36

59
49

50

52

53
58

57 61
51

545556

番号

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49 ～

内法360mm×360mm・雑排水用・機械堀・深さ460mm

57

58

59

空調機器（室外機）

高圧・低圧配線設備

引込構内柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ台

防油提

室外機基礎

室外機基礎

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎

街灯

ﾌﾞﾛｯｸ縁石

ﾌﾞﾛｯｸ縁石

庭石

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

組立物置

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ﾒｯｼｭ片開門扉

溜ます・（既製品）

落ちふた式Ｕ形側溝

落ちふた式Ｕ形側溝

屋外排水配管

名　　称

屋外型キュービクル

給油配管設備

空調盤

φ100㎜・硬質塩ビ管・機械堀・平均深さ450mm

幅300㎜×高さ300mm・機械堀

幅300㎜×高さ300mm・機械堀

幅1,000㎜×高さ1,500mm

高さ1,500mm・基礎別途

高さ1,500mm・基礎別途

高さ2,380mm・(面積13.0m2程度)

厚90mm・有筋

厚90mm・有筋

路盤150mm・表層30mm

路盤150mm・表層30mm

1.90×0.95×0.95=1.714m3

150mm×200mm×600mm

150mm×200mm×600mm

鋼管ﾎﾟｰﾙ・4,600mm・防犯灯・自動点滅器付

2,200mm×2,500mm×H300mm

4,510mm×2,380mm×H200mm

4,100mm×1,500mm×H280mm

2,300mm×2,250mm・幅150mm・高さ530mm

320mm×2,400mm・高さ300mm

地上高10m・気中開閉器200A共

配管・配線

別紙参照

形 状 寸 法 等

自立型

61 PF-S形・受電設備容量130KvA

ｵｲﾙﾀﾝｸ呼称内容2,160L

※移設有無は、別途補償業務による補償対象の「有・無」を示す。

工事名称 日 付 No. 図面番号 設計番号A2版：100%　　A3版：71%縮小
株式

記 会社

図面名称 縮 尺 設 計 製 図 校 閲
管　理　建　築　士

事
一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

1

2026.03

立竹木配置図2（現状・撤去）
200

令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事

那賀町鷲敷野外活動センター

A-06

ｵｲﾙﾄﾗｯﾌﾟ

（
ｶ
ｯﾀ

ｰ入
れ

）

（ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去）

33ｍ2

（
ｶ
ｯﾀ

ｰ入
れ

）

14ｍ2

（ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去）

4
ｍ

2
ｍ

単位数量

33 ｍ2

ｍ

ｍ2

ｍ4

14

2

ｍ

単位

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ヶ所

個

ｍ

ｍ

式

か所

か所

ｍ2

ｍ2

ｍ2

ｍ2

か所

か所

か所

か所

か所

か所

か所

式

式

式

か所

9.00

2.60

15.63

1.00

数量

1.00

5.46

4.44

1.00

45.36

23.13

0.45

154.28

1.00

1.00

1.00

27.37

0.92

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

有

有

無

有

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

有

有

有

有

無

無

無

無

有

有

撤去（移設無）

撤去（移設無）

撤去（移設無）

撤去（移設無）

撤去（移設無）

撤去（移設無）

移設・別紙参照

移設・別紙参照

移設・別紙参照

※移設有無 工事内容

□工事概要　凡例　　〈工作物〉

空調室外機基礎新設部　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ｶｯﾀｰ入れ

空調室外機基礎新設部　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎新設部　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎新設部　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ｶｯﾀｰ入れ

凡例 工事内容

58

電柱

廊下

工　作　物　リ　ス　ト
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那賀町鷲敷野外活動センター　１階平面図　S=1/200
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48

49

50

51

52

53

54

55

56

32
33

34

35
36

40
41

37
38 39

42 43

48 49 50

44
45

46

47

53

51

54

56
57

52

2本
40株

3本

樹　　種

ヒイラギ

ナンテン

アラカシ

イチョウ

ツツジ

ツツジ

ケヤキ

モミジ

ケヤキ

形 状 寸 法 等

幹周110cm・樹高12.0m

樹高1.2m

幹周90cm・樹高12.0m

葉張0.70m

葉張0.70m

樹高1.3m

樹高1.5m

樹高1.0m

樹高1.2m

単位

本

株

本

本

株

本

本

本

株

数量

1.00

1.00

1.00

1.00

6.00

27.00

1.00

3.00

1.00

立　竹　木　リ　ス　ト

※移設有無

27株

6株

有

有

有

有

有

有

有

有

有

※移設有無は、別途補償業務による移設義務の「有・無」を示す。

57 モミジ 幹周3cm・樹高0.8m 本 1.00 有

58

58

雑木・雑草 ｍ2 20 無

番号

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

32

ツツジ

イチョウ

イチョウ

イチョウ

モミジ

アラカシ

アカメガシワ

イヌビワ

アカメガシワ

アカメガシワ

アカメガシワ

アカメガシワ

モミジ

アカメガシワ

サンゴジュ

アカメガシワ

樹　　種

幹周13cm・樹高2.2m

幹周38cm・樹高3.5m

幹周22cm・樹高3.5m

幹周160cm・樹高4.0m

幹周13cm・樹高3.0m

幹周15cm・樹高3.5m

幹周15cm・樹高3.5m

幹周15cm・樹高3.5m

樹高1.2m

幹周27cm・樹高3.4m

幹周17cm・樹高2.6m

幹周36cm・樹高3.5m

幹周17cm・樹高2.4m

幹周170cm・樹高12.0m

幹周170cm・樹高12.0m

葉張0.70m

形 状 寸 法 等

本

本

本

本

本

株

本

本

本

本

株

本

本

単位

本

本

本

40.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.70

1.00

1.00

2.00

1.00

1.00

1.00

1.00

数量

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

立　竹　木　リ　ス　ト

※移設有無

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

※移設有無は、別途補償業務による補償対象の「有・無」を示す。

工事名称 日 付 No. 図面番号 設計番号A2版：100%　　A3版：71%縮小
株式

記 会社

図面名称 縮 尺 設 計 製 図 校 閲
管　理　建　築　士

事
一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

1

2026.03

立竹木配置図2（現状・撤去）
200

令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事

那賀町鷲敷野外活動センター

A-05

工事内容工事内容

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

（参考：伐採済・伐根不要）

55

幹周40cm×7本程度・雑草全面

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採（伐根不要）

撤去：伐採・伐根

撤去：伐採・伐根

撤去：伐根（参考：伐採済）

撤去：伐根（参考：伐採済）

撤去：伐根（参考：伐採済）

撤去：伐根（参考：伐採済）

撤去：伐根（参考：伐採済）

撤去：伐根（参考：伐採済）

女子

便所

男子

便所

便所

多目的

電柱



47

45

52

既設へ

49

51
52

53

50

54

△掘削線

58

オイルタンク

キュービクル
屋外型

48 49

50
31

32

仮撤去 仮撤去

仮撤去

仮撤去
仮撤去

仮撤去

△掘削線

M.H

駐車場駐車場駐車場

外灯

庭石

庭石

プロパン庫

M.H
雨水

雨水M.H
雨水

M.H

電気

1,000

2
5
0

那賀町鷲敷野外活動センター　外構部分平面詳細図　S=1/50

46

51

単位仕　様 数量工事内容凡例

本

本

株

本

本

本

幹周170cm・樹高12.0m

幹周170cm・樹高12.0m

葉張0.70m

幹周110cm・樹高12.0m

樹高1.2m

幹周90cm・樹高12.0m

45

46

47

48

49

50

凡例

51

52

53

54

55

56

57

工事内容

J

I

H

G

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

2,730 2,730 3,640

32 33 34 35

□工事概要　凡例　　〈工作物〉

屋外型ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎：新設

歩道部ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装：新設

凡例 工事内容 単位数量

か所

か所

鉄筋：ﾍﾞｰｽ配筋D13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ、ﾊｶﾏ配筋D13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ(ﾍﾞｰｽ取合い15d以上）

仕　様

ｺﾝｸﾘｰﾄ：t500 普通ｺﾝｸﾘｰﾄFc24（構造体強度補正を行う）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ：t50 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ呼び強度18（構造体強度補正は行わない）、木ごて均し

溶接金網敷き：6×100×100ｼﾝｸﾞﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ：t70 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ呼び強度24（構造体強度補正は行わない）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ

O O O

O

O

R

R

R

R

R

R

R

R

RRR

a

R

R

工事名称 日 付 No. 図面番号 設計番号A2版：100%　　A3版：71%縮小
株式

記 会社

図面名称 縮 尺 設 計 製 図 校 閲
管　理　建　築　士

事
一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

1

令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事 2026.03

50

那賀町鷲敷野外活動センター　

A-07

1

1

40

1

3

1

1

1

2,500 1,000

4,500

1
,
0
0
0

2
0
04
5
0

1
,
0
0
0

4
,
2
0
0

2
,
2
0
0

W2200×L2500

53

57

55

伐根

56
伐根

54

M.H
雨水

27株

6株

40株

イチョウ　撤去：伐採（伐根不要）

イチョウ　撤去：伐採（伐根不要）

ツツジ　撤去：伐採・伐根

ケヤキ　撤去：伐採（伐根不要）

モミジ　撤去：伐採（伐根不要）

ケヤキ　撤去：伐採（伐根不要）

ツツジ　撤去：伐採・伐根

ツツジ　撤去：伐採・伐根

イチョウ　撤去：伐根（参考：伐採済）

アラカシ　撤去：伐根（参考：伐採済）

ナンテン　撤去：伐根（参考：伐採済）

ヒイラギ　撤去：伐根（参考：伐採済）

モミジ　撤去：伐根（参考：伐採済）

単位

株

株

本

本

本

本

本

葉張0.70m

葉張0.70m

樹高1.3m

樹高1.5m

樹高1.0

樹高1.2

幹周300cm・樹高0.8m

27

仕　様 数量

6

1

1

1

1

1

外構詳細図1（改修後）

砕石：ｔ150 再生材　転圧

砕石：ｔ100 再生材　転圧

（屋外型ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎周囲）

屋外型ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎：新設

歩道部ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装：新設



幹周36cm・樹高3.5m

32

1,200

既設へ

59

49

51
52

53

50

57

545556

△掘削線

58

オイルタンク

600 7,100 1,760

16,300

180 6,660

850 600 100 1,250 200 1,250 200 1,250100 850 200 1,000 200 950 200 1,150 200 1,150 1001,060 6001,200

57

56 55 54 59 52 51 50 49

200250410

3
,
5
5
0

2
,
8
0
0

2
6
0

4
9
0

機械室

4
0
0

9
0
0

2
0
0

1
,
5
0
0

6
6
0

6
5
0

1
,
0
5
0

1
8
0

2
,
3
6
0

3
,
8
6
0

1,500

1,500

1,500 660 1,125 1,515

3,300

33

配管ﾋﾟｯﾄ排水側溝

水上
▽

35

48 49

50
31

32

仮撤去

仮撤去

仮撤去 仮撤去 仮撤去 仮撤去

仮撤去

仮撤去
仮撤去

仮撤去

移設 移設 移設 移設 移設 移設 移設 移設

移設

現状のまま

400 900 200

撤去

撤去
撤去

組立物置

撤去

撤去 撤去

撤去

撤去

撤去

キュービクル
屋外型

60

撤去

移設
止

雨水
M.HM.H

雨水

電気

M.H

雨水

排水
M.H

M.H

ｵｲﾙﾄﾗｯﾌﾟ

A

A'

厨房 食堂

止

3
8
0

単位

本

本

仕　様

幹周160cm・樹高4.0m

数量工事内容

35

43

凡例

撤去

43

1
1
0

1
2
0 1
5
0

145

310 310

145215

▽
掘
削
線

▽
掘

削
線

9
0

J

2,730 2,730 2,730 2,730 1,820 910 910 910650

27262524

特定の施設・1階・重要機器
【設計用水平震度　1.0】

配管受金物

3130292827262524
那賀町鷲敷野外活動センター　外構部分平面詳細図　S=1/50

給
水
管

H
I
P
7
5

I

9
1
0

J

A-A'断面図　　1/50
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工事名称 日 付 No. 図面番号 設計番号A2版：100%　　A3版：71%縮小
株式

記 会社

図面名称 縮 尺 設 計 製 図 校 閲
管　理　建　築　士

事
一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

1

令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事 2026.03

50

那賀町鷲敷野外活動センター　

A-08

□（参考）工事概要　凡例　〈立竹木〉※撤去のみ

本

本

本

幹周110cm・樹高12.0m

樹高1.2m

幹周90cm・樹高12.0m

48

49

50

単位

ｍ

棟

か所

数量

幅1,000㎜×高さ1,500mm

高さ2,380mm(S造平屋：延べ面積13.0m2程度)

高さ1,500m

仕　様

メッシュ片開き扉：撤去のみ（RC基礎別途）

メッシュフェンス：撤去のみ（RC基礎別途）

組立物置：撤去のみ（RC基礎別途）

工事内容凡例

～

30

31 32

33

□（参考）工事概要　凡例　　〈工作物〉※撤去のみ

□工事概要　凡例　　〈工作物〉

凡例 工事内容 単位数量

か所

仕　様

鉄筋：基礎配筋D13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ(差筋ｱﾝｶｰとの定着35d以上）

1
4
5

145

302928 3231

10

1

1

1

3

1

1

1

モミジ：撤去：伐採（伐根不要）

モミジ：撤去：伐採（伐根不要）

ケヤキ：撤去：伐採（伐根不要）

モミジ：撤去：伐採（伐根不要）

ケヤキ：撤去：伐採（伐根不要）

950

6
0
0

9
0
0

1
,
2
6
0

6
6
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ：ｔ200　普通ｺﾝｸﾘｰﾄFc24（構造体強度補正を行う）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ

車道部ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装：新設 密粒度ｱｽｺﾝ：t50 ｍ2砕石：既設路盤流用 13

2

配管ピット：新設

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ：t50 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ呼び強度18（構造体強度補正は行わない）、木ごて均し

か所

配管受金物：FBt6-W40曲げ加工＠1000程度-M10ﾎﾞﾙﾄ固定、全て溶融亜鉛めっき仕様

か所既設配管ピット小口蓋：新設 2

1

砕石：既設路盤流用

空調室外機基礎：新設

給水管HIP75

既設たて樋足元保護管×１か所新設

既設たて樋足元保護管×１か所新設共（VP125割管H300程度：埋込H200・見付けH100）

外構詳細図2（改修後）

空調室外機基礎：新設空調室外機基礎：新設

既設配管ピット接続共

予備

予備

配管ピット：新設
既設配管ピット接続共

砕石：ｔ150 再生材　転圧 既製品PC蓋ｔ105×ｗ430×ｄ500×3枚共

ｺﾝｸﾘｰﾄ：ｔ150　普通ｺﾝｸﾘｰﾄFc24（構造体強度補正を行なわない）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ

ｺﾝｸﾘｰﾄ：普通ｺﾝｸﾘｰﾄFc24（構造体強度補正を行なわない）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ

鉄筋：基礎配筋D10＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ

接着系差筋ｱﾝｶｰD10＠200　有効埋込長さ7d=70ｍｍ（既設配管ピットの底面のみ打設）

接着系差筋ｱﾝｶｰD13＠200　有効埋込長さ7d=91ｍｍ（既設建築物の壁面のみ打設）

鉄筋：基礎配筋D10＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ(差筋ｱﾝｶｰとの定着35d以上）

接着系差筋ｱﾝｶｰD10＠200　有効埋込長さ7d=70ｍｍ（既設配管ピットの壁面のみ打設）

既設配管ピット接合面に止水シール打設

接着系差筋ｱﾝｶｰD13＠200　有効埋込長さ7d=91ｍｍ

2
0
0

既設配管ピット内清掃共

既設配管ピット小口蓋：新設 既設配管ピット小口蓋：新設



M.H

*

M.H
雨水

M.H

電気

M.H
排水

M.H

電気

M.H
雨水

M.H
汚水

M.H
汚水汚水

M.H
汚水

M.H
汚水

M.H

止水

M.H
止水

.H
水

女子便所 男子便所

講師控室 浴室 休憩室

1,200

3
,
5
5
0

2
,
8
0
0

2
6
0

4
9
0

機械室

▽既設道路天端260

機械室

燃料槽架台（仮定）(L-65×65×6 断面積　0.0007527m2)

0.3m × 0.3m × 0.3m = 0.027m3

床面積（釜場含む）

屋外（タンク）の少量危険物貯蔵取扱所　防油堤容積検討　Ａ重油

≒0.01m3

B'

B
那賀町鷲敷野外活動センター　外構部分平面詳細図　S=1/50

スロープ（屋外）

58

1,490 1,000

B-B'断面図　　1/50

1,075 150 525
1,000 75

1
5
0
3
0
0

1
,
5
0
0

2
,
5
0
0

1,075 2,350

2,050

1.471ｍ3 + 0.027m3 - 0.01m3

4
5
0

9
0
0

2
5
0

1
,
7
5
0

2.05m × 2.05m × h0.40m = 1.681m3

1.698m3 ＞ 1.50m3(=タンク容量1.0m×1.0m×h1.5m) OK　※少量危険物 

675 2,325

ｵｲﾙﾀﾝｸ
a

車通路幅（2.200ｍ以上確保）

1,
00
0

2,350 50

ｵｲﾙﾀﾝｸ

溜枡

-300
±0

+25

+50+25
※
保
有
空
地

排水側溝

600

300

3
0
0

300

1,000 525 150

単位仕　様 数量工事内容凡例

（開放）

放流口

1
5
0

溜枡

570

19,500

1,4009,000 9,100

13 15 211614 17 18 19 20

3,640 1,360 3,190 910 2,400 2,150 3,310

60 1,490 1,82085070 2,350 1,220

1
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1
5
0

2
,
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0

渡り廊下（屋外）

H

I

7
5

2
,
4
2
5

910

計画線

残　地

2
0
0

□工事概要　凡例　　〈工作物〉

凡例 工事内容 単位数量

か所

仕　様

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ：t50 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ呼び強度18（構造体強度補正は行わない）、木ごて均し

鉄筋：立上り配筋D13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ(ﾍﾞｰｽ配筋との定着35d以上）

鉄筋：ﾍﾞｰｽ配筋D13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ、ﾊｶﾏ配筋D13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ(ﾍﾞｰｽとの定着15d以上）

ｺﾝｸﾘｰﾄ：普通ｺﾝｸﾘｰﾄFc24（構造体強度補正を行う）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ

車道部ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装：新設 密粒度ｱｽｺﾝ：t50

工事名称 日 付 No. 図面番号 設計番号A2版：100%　　A3版：71%縮小
株式

記 会社

図面名称 縮 尺 設 計 製 図 校 閲
管　理　建　築　士

事
一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

1

令和7年度町単独鷲敷野外活動センターほか電気設備等移設工事
2026.03

50

那賀町鷲敷野外活動センター　

A-09

□（参考）工事概要　凡例　〈立竹木〉※撤去のみ

幅1ｍ×長さ20ｍ程度雑木伐根（上部撤去済）・除草58

ｍ2

1

▽

水下

幹周40cm×7本程度・雑草全面
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外構詳細図3（改修後）

砕石：ｔ150 再生材　転圧

砕石：ｔ150 再生材　転圧

車道部ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装：新設

溶接金網敷き：6×100×100ｼﾝｸﾞﾙ

車道部ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装：新設 ｺﾝｸﾘｰﾄ：t150 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ呼び強度24（構造体強度補正は行わない）、ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押さえ ｍ220

砕石：ｔ150 再生材　転圧

車道部ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装：新設

ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎・立上り：新設

ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎・立上り：新設
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工事名称

図面名称

A2版：100%　　A3版：71%縮小

一級建築士　登録第284529号　　井藤　良文

一級建築士事務所　徳島県　登録第21013号

2026.03令和７年度 町単独 鷲敷屋外活動センターほか電気設備等移設工事 A-10

部分詳細図

①

▽現状地盤

屋外型キュービクル基礎　詳細図　S＝1/50　（Ｂ＆Ｇ海洋センター）
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既設縁石部分撤去のうえ復旧

既設縁石部分撤去のうえ復旧
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屋外型キュービクル基礎　詳細図　S＝1/50　（野外活動センター）
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A-5-15
車道部ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

A-5-15
車道部ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

③ オイルタンク基礎　詳細図　S＝1/50　（野外活動センター）

④ 配管ピット　詳細図　S＝1/20　（野外活動センター）
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⑤ 既設配管ピット小口蓋　詳細図　S＝1/20　（野外活動センター）
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縦筋：2-D10接着系差筋ｱﾝｶｰ固定

横筋：D10＠200ｼﾝｸﾞﾙ

既設打継面目荒し処理のうえ

ｺﾝｸﾘｰﾄｔ150

止水ｼｰﾙ（ｻﾝﾀｯｸｼｰﾗﾝﾄSH-100同等品）

壁筋水平定着30d 390390

歩道部ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設歩道部ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

・砕石は、再生材とする。

・捨てコンクリートは、Fc18-15-20とし構造体強度補正は行わない。

・鉄筋の定着の長さは30ｄ以上とする。

・鉄筋D10～D13はSD295とする。

・特記なき鉄筋のかぶり厚さは70ｍｍとする。（最小かぶり厚さは60ｍｍ）

・特記なき配筋はD13＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ配筋とする。

・鉄筋の重ね継手の長さは35ｄ以上とする。

・躯体（基礎）コンクリートは、Fc24-15-20とし構造体強度補正を行う。

・車道部、歩道部および配管ピットのコンクリートは、Fc24-15-20とし構造体強度補正はおこなわない。

・地下ピットコンクリート部は止水セパを使用する。型枠は普通型枠とする。

・車道部アスファルト舗装の合材は、再生材とする。（JIS K 2207に準拠）

・車道部アスファルト舗装の路盤材は、再生材とする。（JIS A 5001に準拠）

共通仕様

D10@200




